















結果:1908年から 1997年の間のもっとも大きな変化は、草地の激減 (27%から 3.7%) と広葉
樹二次林の半減(71%から 33%)である。これらは多くが針葉樹人工林となった (0%から 48%)。
戦後に限ってみても、すでに減少した草地がさらに針葉樹人工林や広葉樹二次林に変わり、広葉
樹林の48%は針葉樹人工林へ変化した。
森林変遷のドライパーは、第一に生計を立てる農業以外の収入源の変化である。戦前の農耕馬
の生産 ・飼育と炭焼きを主体とした収入から、炭焼きと牛の飼育、人工造林の作業収入に主体が
変化した。その背景には木材需要の増大と国の拡大造林政策、肉の消費量の増加がある。またこ
の地域の特殊な事情として、常磐炭坑用の坑木生産がある。しかし昭和40年代の高度経済成長
期以降は、これらの用途はすべて下火になり、パルプ生産、椎茸原木が新たに登場する。近年で
は、パルプ生産、椎茸原木も減少し、過疎化と高齢化が進み、積極的な森林の利用はますます見
られなくなっている。山村エコツーリズムを目指す人も一部にはいるが、まだ広がりを見せてい
ない。これらの一連の変化は、決してこの地域の特殊な状況ではなく、江戸時代の過剰利用によ
る草地化、炭焼き主体の広葉樹林から針葉樹人工林への転換、さらに過疎化で放置される森林と
いう、全国共通の大きな流れの中にある。その流れの根本にあるのは、薪炭から石炭、そして石
油へというエネルギー革命で、ある。エネルギー革命は資源の移動可能空間を山村から都市、国家、
地球レベルへと押し広げた。日本の森林利用は江戸時代の持続不可能な閉じた利用から、世界中
から資源を輸入し搾取する利用へと、この100年で劇的に変化した。今後、中国、インドの木
材需要の増加によって日本の森林利用がどのように変わるかが興味深い点である。
10 
